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１．はじめに  

偏波面が直交する２つのレーザに逆方向の周波数走

査を与えて使用する FMCW (Frequency Modulated 

Continuous Wave) レーザレーダ[1,2]では、両ビートス

ペクトルがターゲットの軸方向変位量に比例して互い

に逆方向シフトする性質を用いて、距離・変位量を実

時間分離検出することができる。周波数走査幅を一致

させるために位相同期ループ（PLL : Phase locked loop）

技術を導入しており、走査速度が安定化されビートス

ペクトル幅が狭くなる結果、測距分解能も向上する。

しかしターゲットでの反射の際に偏光状態が変化する

とビート信号中にクロストーク成分が生じ、正確な測

定の妨げとなり得る。そこで本研究では２つの異なる

発振波長帯のレーザを使用し出力光を分光することで、

偏光状態の変化に影響されずより実用性に優れるシス

テムを構築する。 

 

２．システムと測定結果  

Figure 1において発振波長 785 nm および 1510 nm

の２つのレーザダイオード (LD) 出射光を同軸混合し

て PLL制御用の基準干渉計、および往復光路差 106 cm

に位置するターゲットミラー (M4) を含む測定干渉

計に入射し、それぞれにおいて各レーザ光のビート信

号をプリズムで分離する。フォトダイオード PD1、PD2

で検出されるビート信号を用いて各 LDに PLL制御を

行い、LD (785 nm) に周波数幅 40GHz のリニアな

down-chirp、LD (1510 nm) には同じく up-chirpをそれ

ぞれ与える。これらのビート信号、および PD3、PD4

で検出される測定干渉計からのビート信号は DAQ 

(Data Acquisition)で記録され PC上で解析される。 

Figure 2はモーター駆動ステージで M4に連続的な

軸方向変位を与えたときの測定干渉計からのビートス

ペクトルを示しており、変位方向の正負に応じて各レ

ーザ光のビート周波数の大小関係が異なっている。こ

れらのビート周波数値から往復距離を計算するとそれ

ぞれ 106.6 cm、106.3. cmとなった。変位量を求めると

それぞれ + 10.6 µm、- 9.6 µm が得られ、いずれも与

えた変位量( + 10.8 µm、- 9.8 µm)とよい一致を示した。 
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図 Fig. 1: Experimental setup of the system.  

図 Fig. 2: Beat spectra detected at the measurement interferometer     

        when the displacement is (a) +10.8 µm and (b) -9.8 µm. 
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